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第６０１回 放送番組審議会 

 

１．日 時  2023 年 11 月 28 日（火） 午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室 

 

３．委 員 総 数   9 名 

出 席 委 員    8 名 

委 員 ⻑  緑川 智恵⼦ 
副 委 員 ⻑  
委   員  
委      員 
委   員 
委      員 
委    員 
委    員 

 蛎﨑 奈津⼦ 
久保 公⼈ 
岩城 択 
葛尾 敏哉 
岩舘 めぐみ 
菅原 和宏 
中野 美知⼦ 

 

欠 席 委 員  1 名   

委   員  林 伸彦 
社側出席者       

榧野 信治 
福⼠千恵⼦ 

代表取締役会⻑ 
代表取締役社⻑  

池⽥ 学 専務取締役 
⼩形 恵⼀ 報道制作局⻑兼報道部⻑ 
桑島 広実 
⾦⼦真志保 

報道制作局次⻑兼制作部⻑ 
報道制作局制作部主査 

 

事 務 局  

       栃沢 卓⺒ （編成局⻑兼編成部⻑） 
 

 

    



４．議 題 

１. １０⽉１５⽇（⽇）１３：３０〜１４：２５ 放送 
「ダイドーグループ⽇本の祭り 神

かみ
在す
い ま す

⾥
さと

、舞
まい

継ぐ
つ ぐ

者
もの

 〜⼤償神社例⼤祭〜」 
2. その他 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

 ・視聴者からのご意見 

 

６．意    見 

【委 員 側 意 見】 

〇祭りには必ず守る人がいて、守るということがどれだけ覚悟がいることか、その痛みまで伝わった 

〇神楽に携わる方々の日々の努力や、後継者問題に苦慮されている問題なども具体的に盛り込みながら、

しっかりと歴史の重みも伝えていた 

〇早池峰神楽の起源や、舞にどのような意味があるのかなどの説明があったので、神楽をよく知らない

立場でも分かりやすく見ることが出来た 

〇神楽という伝統芸能が次の世代に継承されることを心から願いたくなるような素敵な番組だった 

〇26 歳の青年に蓄積があるわけではなく、真摯な姿には心を打たれたが、胸にストンと落ちる感じが最

後までなかった 

〇飽きるかと思ってみていたが、どんどん引き込まれていった 

〇演目の迫力に引き込まれ、あっという間に視聴が終わったという印象をうけた 

〇桑島法子さんのナレーションが優しく心地よかった 

 

【局 側 意 見】 

〇テレビ岩手ではダイドーグループと連携し、ほぼ毎年番組を制作しており、今回で 15 本目になる 
〇当初大償神楽で番組をという話を聞いたときに、一体どうやって番組にしたらよいのかと考えた 
〇主人公の一人が体調を崩されたため、方針や構成を変更し、最終的にこのような形になった 
〇5 年間休んでいて再度始める場面を、もう少し丁寧に描ければ良かった 

〇ちょっとした仕草も見逃さない、どんなところでも撮ってみるという点は苦労した 

〇前半で見ている人を話したくなかったので、あえて前半は少なめに、後半は畳みかけるようにとＣＭ

の入れ方にも工夫した。 

 

7．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  12 月 5 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

